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11
月
17
日
、
国
道
191
号
萩
・
三
隅
道

路
飯
井
第
１
橋
連
結
式
が
萩
市
と
の
境

の
三
隅
飯
井
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

飯
井
第
１
橋
は
現
在
整
備
中
の
萩
・

三
隅
道
路
の
９
カ
所
あ
る
橋
梁
の
一
つ
で
、
延
長
は
302
ｍ
、
一

番
高
い
所
は
46
ｍ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
地
覆
壁
高
欄
や
排
水

装
置
等
を
行
い
、
平
成
19
年
３
月
末
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。

萩
・
三
隅
道
路
は
、
こ
れ
ま
で
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
交
通
規

制
等
の
問
題
を
解
消
し
、
利
便
性
の
向
上
と
地
域
の
活
性
化
を

目
的
と
し
て
事
業
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
将
来
の
山
陰
自
動

車
道
の
当
面
活
用
と
な
る
路
線
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

萩
・
三
隅
道
路
飯
井
第
１
橋
連
結
式

長
門
・
萩
が
橋
で
連
結

10
月
24
日
、
浅
田
小
学
校
で
「
ス
ポ

ー
ツ
選
手
ふ
れ
あ
い
指
導
事
業
陸
上
教

室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

の
指
導
を
通
じ
て
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
感
じ

る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
４
〜
６
年
生
44
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
を
勤
め
た
の
は
、
駿
河
台
大
学
陸
上
部
監
督
の
邑
木
隆

二
さ
ん
。
腕
の
振
り
方
や
足
の
上
げ
方
な
ど
、
短
距
離
走
の
コ

ツ
を
丁
寧
に
児
童
に
コ
ー
チ
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
も
終

始
笑
顔
で
、
走
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
た
様
子
で
し
た
。

浅
田
小
陸
上
教
室

走
る
っ
て
楽
し
い
！

強
盗
事
件
が
多
発
す
る
年
末
を
控
え
、

模
擬
強
盗
に
よ
る
防
犯
訓
練
が
11
月
21

日
、
東
深
川
湊
３
区
の
山
口
銀
行
長
門

支
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

閉
店
後
に
行
わ
れ
た
訓
練
で
は
、
強
盗
犯
に
扮
し
た
長
門
署

員
と
銀
行
員
２
人
組
が
拳
銃
を
手
に
行
内
に
押
し
入
り
、
女
性

行
員
を
人
質
に
取
り「
金
を
出
せ
！
撃
つ
ぞ
！
」と
現
金
を
要
求
、

差
し
出
さ
れ
た
現
金
を
強
奪
し
て
出
入
口
か
ら
逃
走
す
る
と
い

う
も
の
。
あ
ま
り
の
迫
力
に
行
員
は
、
緊
張
の
表
情
を
浮
か
べ

な
が
ら
も
模
擬
紙
幣
を
数
回
に
分
け
差
し
て
出
す
な
ど
、
時
間

稼
ぎ
も
忘
れ
ず
落
ち
つ
い
て
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

銀
行
で
強
盗
模
擬
防
犯
訓
練

万
一
の
事
態
に
備
え
る

11
月
６
日
、
日
韓
海
峡
沿
岸
住
民
親
善
イ
ベ
ン
ト

の
一
環
で
、
長
崎
県
と
韓
国
の
芸
能
文
化
団
体
が
通

地
区
を
訪
れ
芸
能
発
表
を
通
じ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
2006
「
東
ア
ジ

ア
文
化
の
祭
典
」
の
出
演
団
体
の
中
か
ら
、
長
崎
県
平
戸
市
の
生
月
勇
魚
捕
唄

保
存
会
と
韓
国
の
全
羅
南
道
立
国
楽
団
が
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
生
月
勇
魚
捕
唄

と
国
楽
・
韓
国
舞
踊
を
披
露
し
ま
し
た
。
韓
国
舞
踊
は
太
鼓
を
た
た
き
な
が

ら
、
長
く
垂
れ
た
帯
の
付
い
た
帽
子
を
被
っ
て
頭
で
円
を
描
く
よ
う
に
回
し

な
が
ら
舞
う
踊
り
で
、
迫
力
あ
る
踊
り
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。
地
元
か
ら
は
、
通
小
と
通
中
、
通
鯨
唄
保
存
会
、
通
小
唄
を

保
存
す
る
会
が
参
加
し
、
通
鯨
唄
や
通
小
唄
を
披
露
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

日
韓
海
峡
沿
岸
住
民
親
善
イ
ベ
ン
ト

伝
統
芸
能
で
国
際
交
流

日
置
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

75
ｍ
の
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き

11
月
19
日
、「
第
25
回
日
置
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
が

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
開
催
さ
れ
、

大
勢
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
「
ジ
ャ
ン
ボ
の
り
巻
き
に
挑
戦
」

は
、
雨
天
の
た
め
会
場
を
日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に

移
し
、
屋
内
で
75
ｍ
分
を
５
つ
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
300
人
の
参
加
者

は
、
海
苔
516
枚
と
日
置
産
米
１
俵
、
き
ゅ
う
り
や
卵
焼
き
、
か
ん
ぴ
ょ
う
な

ど
の
具
材
を
使
い
、
息
を
合
わ
せ
て
巻
き
上
げ
ま
し
た
。
出
来
た
て
の
の
り

巻
き
は
、
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
切
り
、
参
加
者
全
員
で
味
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
な
が
と
清
風
連
と
下
関
市
よ
さ
こ
い
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「
よ
さ
こ
い

競
演
」
な
ど
も
行
わ
れ
、
観
客
か
ら
は
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。


